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　早いもので私が理事を務めるようになってから 5 年の月日が流れた。その間、多くの人と巡り合い、教
育を受けた。5 年前、私はここで「理事となり自分の時間は少なくなったが、それ以上に新しい出会いと
いうプレゼントをもらった」と書いた。今でもその気持ちに変わりはないが、新しい出会いだけを喜んで
いても意味がない。出会ったということは何かを学ぶチャンスでもある。何も事細かく教えてもらう必要
はない。「この人はこう考えているから、このような発言になる」といったことでも良い。「我以外皆我
師」（也を付ける場合もある）という言葉は「言うは易く行うは難し」ではあるが、せっかく多くの人と
知り合えるのだから、少しでも実行したいものだ。
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